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プロジェクトマネージメントのた
めの情報管理手法について
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SIG-KST #12
プロジェクトとは

独自の新製品、サービスを創造
する期限と予算のある業務活動
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プロジェクトマネージメントの背景

 プロジェクト完了時点の予算超過額は１５％進捗プロジェクト完了時点の予算超過額は１５％進捗
時の予算超過額より小さくなることはない＊１。時の予算超過額より小さくなることはない＊１。

 プロジェクトのＣＰＩ（プロジェクトのＣＰＩ（Cost Performance IndexCost Performance Index）は）は
工程の１５％を過ぎた時点で安定する＊２。工程の１５％を過ぎた時点で安定する＊２。

 予算設定が不適切なプロジェクトのマネジメントは予算設定が不適切なプロジェクトのマネジメントは
困難である。困難である。

 工程の進捗率測定は主観的である。工程の進捗率測定は主観的である。

＊１アーンド・バリューによるプロジェクトマネージメント、日本能率協会,2004

＊２EVM 活用型プロジェクトマネージメント導入ガイドライン情報処理振興事業協会
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マネジメント精度向上のための対策

 予算の設定を精密に行う。

 進捗測定の精度向上を図る。

 工程の１５％進捗時にスコープ変更が出来るよ
うにする。

 工程の１５％進捗時に工程削減、工程融合を
検討する。（前回工事資産の利用、ツールの利
用を含む）
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マネジメント精度向上のための対策

 予算の設定を精密に行う。

 進捗測定の精度向上を図る。

 工程の１５％進捗時にスコープ変更が出来るよ
うにする。

 工程の１５％進捗時に工程削減、工程融合を
検討する。（前回工事資産の利用、ツールの利
用を含む）
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見積精度の向上

●余裕の設定は担当者の
能力次第

●リスクを一覧を作成して
一括してマネジメント予備
費に組み込む
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見積もり方法の状況

客先仕様が不明確のため、正確な見積もりは
困難

経験法、類似法＋
積み上げ法

システム
開発

Ｆ社

要求項目により積み上げたものから工程単位
の余裕を削減する

経験法、類似法＋
積み上げ法

機械製造Ｅ社

要求項目により積み上げたものを努力値で
一括削減する

経験法、類似法＋
積み上げ法

システム
開発

Ｄ社

製品の正確上製造に必要な工程が明確経験法、類似法＋
工程積算法

金属加工Ｃ社

↑経験法、類似法＋
工程積算法

金属加工、
板金

Ｂ社

見積額における不確定係数、費用設定係数と
生産性係数は主観的

経験法、類似法＋
工程積算法

システム
開発

Ａ社

備考見積もり方法業種調査先



8２０１1／03／０9

SIG-KST #12

マネジメント精度向上のための対策

 予算の設定を精密に行う。

 進捗測定の精度向上を図る。

 工程の１５％進捗時にスコープ変更が出来るよ
うにする。

 工程の１５％進捗時に工程削減、工程融合を
検討する。（前回工事資産の利用、ツールの利
用を含む）
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進捗測定の精度向上

出来高パーセント見積もり法とマイルストーン法の
組み合わせ、工程中のマイルストーンに到達しな
ければマイルストーンに与えられた費用までの中
で主観的に出来高を配分する。マイルストーン到
達時に計画した予算価値を配分する。

出来高パーセン
ト見積もり法
＋マイルス
トーン法

各工程に割りつけられた予算に対して、担当者の主
観により、出来高を配分する。

出来高パーセン
ト見積もり法

各工程に予算配分をしておき、工程の着手時に２
５％、完了時に工程予算の１００％を配分する。

配分比率には25/75、50/50、75/25等がある。

固定比配分法

工程中に意味のあるマイルストーンを設定して、マ
イルストーン到達時に計画した予算価値を配分す
る。

重みづけマイル
ストーン法

内容名称
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進捗管理（ＥＶＭ）
EVM（Earned Value project Management）

A
B

C

EVM（Earned Value project Management）

従来のコスト管理
AC
EVCPI 
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ＥＶＭの利用状況と進捗測定方法

工程完了日付を記録するがアーン
ド・バリューは測定しない

固定値法＋
マイルストーン法

システム
開発

Ｆ社

設計ではパフォーマンスとして製
作図面数を測定している

ＥＶＭ法機械製造Ｅ社

↑固定値法＋
マイルストーン法

システム
開発

Ｄ社

↑固定値法金属加工Ｃ社

↑固定値法金属加工、
板金

Ｂ社

工程完了日付を記録するがアーン
ド・バリューは測定しない

固定値法システム
開発

Ａ社

備考進捗（パフォーマ
ンス）管理法

業種調査
先
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マネジメント精度向上のための対策

 予算の設定を精密に行う。

 進捗測定の精度向上を図る。

 工程の１５％進捗時にスコープ変更が出来るよ
うにする。

 工程の１５％進捗時に工程削減、工程融合を
検討する。（前回工事資産の利用、ツールの利
用を含む）
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スコープの変更と削減

機能及びリリース時期別にプロジェクトを幾つかの
ブロックに分けて計画する
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マネジメント精度向上のための対策

 予算の設定を精密に行う。

 進捗測定の精度向上を図る。

 工程の１５％進捗時にスコープ変更が出来るよ
うにする。

 工程の１５％進捗時に工程削減、工程融合を
検討する。（前回工事資産の利用、ツールの利
用を含む）



15２０１1／03／０9

SIG-KST #12

工程削減、工程融合の検討

Ｏ

作業順序

時間

プロジェクトＡ

・
・

開始 利用知識が同じで
複雑度が同じ微小
行動は並列に処理
することが可能

目標

Ａｎ

Ｂｎ

・

目標

開始

プロジェクトＢ

知識、

資源の投入
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工程の融合と同時実行

時間

プロジェクトＡ

Ａ ＤＣＢ

Ｘ ＺＹ

Ａ

Ｏ Ｑ

Ａ

Ｐ

プロジェクトＢ

プロジェクトＣ

機能１開発

Ａ２ Ｄ２Ｃ２Ｂ２

Ａ３ Ｄ３Ｃ３Ｂ３

知識、

資源の投入

類似知識により類似工程を集める
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出来高の変化
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ＡＣ（実コスト） と進捗
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何を測定して記録するか
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プログラムサイズと出来高
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プログラムサイズと生産性
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知識登録のベストタイミング

■プログラム行数　　○生産性　＊出来高
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知的成果物と出来高
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知的成果物登録システム

いつでも、何処でも簡単に知識を登録する



25２０１1／03／０9

SIG-KST #12

工程登録システム

工程に必要な資源と知識を登録する
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工程管理システム

知識登録

知識登録

工程登録
日報登録
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まとめ

 作業状況の変化により、知識登録のタイミング
解れば、次にジャストタイミングで知識を簡単
に登録する機能が必要となる

 工程計画時点で工程に必要な知識を登録する
ことにより、将来的には必要な知識と資源から
類似工程の検索を行い、工程の融合や同時実
行が可能となる

 作業時間と知的成果物を含む成果物を計測す
ることにより、確実なプロジェクトの進捗管理が
実現する
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工
程
余
裕

見積・プロセス管理

●リスクコントロールを初期見積・プロセス管理に適用

材料コスト

製造コスト

管理費

利益

製造
コスト

費用余裕

費用余裕

費用余裕
予備費

製品費用の
組み立て

標準工程 工程余裕合計

材料コスト

製造コスト

管理費

利益

製造
コスト

コンテンジェン
シー予算

製品
コスト

余
裕

余
裕

余
裕

余
裕

費用
余裕

標準工程 工程余裕

マネージャが
把握するコスト

マネージメント予備
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説明の流れ

 背景とニーズ

 目的

 知識登録のタイミングについて

 データ収集システムの試作

 工程管理システムの製作

 課題

 まとめ


